
日本ゴルフサミット会議運営会議 議事要旨 

日 時 平成 28 年 12 月 27 日(火) 15 時 00 分～17時 00 分 

場 所 （公財）日本ゴルフ協会 会議室 

出 席 日本ゴルフ協会（JGA）・ゴルフ緑化促進会（GGG）・日本ゴルフ場経営者協会（NGK） 

日本ゴルフ用品協会(JGGA)・日本ゴルフトーナメント振興協会（JGTO）・日本ゴルフ関連団体

協議会（ゴ連協）・日本芝草研究開発機構（TOJ）・全国ゴルフ会員権取引業団体連絡会（JGMD） 

日本ゴルフ場支配人会連合会・日本パブリックゴルフ協会（JPGS）・日本女子プロゴルフ協会

（LPGA）・日本プロゴルフ協会（PGA）・日本ゴルフコース設計者協会（JGJA） 以上 13 団体    

欠 席  全国ゴルフ場関連事業協会（JGIA）・全日本ゴルフ練習場連盟（JGRA）・日本ゴルフジャーナ

リスト協会（JGJA）・ 日本ゴルフツアー機構(JGTO)                  以上 4団体                                

【議 事】 

Ⅰ．「ゴルフ場利用税」に関する意見聴取報告と対応策案の検討  

  2017 年第 3回日本ゴルフサミット会議の決議（「ゴルフ場利用税」問題については、視野を広げた 

運動も必要との意見が出され、運営会議で各団体の意見聴取を行い、その結果に基づき、1月のサミッ 

ト会議において、2017 年の活動方針を審議する）を受けて、前回会議に於いて各団体の意見を聴取 

することとして意見書の提出を求めた結果を配布し、審議を行った。 

【各団体から出された意見要約】 

 ＊全廃を求める活動の継続・・・・11団体 

    廃止運動の具体的な活動内容について提案された主な内容は下記の通り。 

    ゴルファー並びにゴルフ業界が、地元選出の国会議員に陳情を行う。 

    文部科学省（含むスポーツ庁）及び国会議員との連携を強化する。 

    ゴルフをスポーツとして認知されるよう啓発活動を強化し、国民の理解を得る。 

    ゴルファーに廃止運動を広報し、協力を求める活動を強化する。 

  ＊運動方針の変更・・・・・・・・5団体 

    運動方針の変更として提案された主な内容は以下の通り。 

    「非課税年齢の引下げ」を要望する。 

    ゴルフ場利用税収入の一部を「ゴルフ振興金」等に使途出来るよう要望する。 

 【日本ゴルフサミット会議に上程する運営会議としての意見】 

 意見聴取の結果、3分の 2以上の団体が「全廃運動の継続」と回答していること、及び、与党税調の

「平成 29年度税制改正大綱」に検討事項として「ゴルフ場利用税については、今後長期的に検討する」

と明記されたこと等から、現状の全廃を求める活動を継続する。 

  但し、全廃に向けた具体的な活動内容に関し、多くの団体の参画を得て決定することが重要と考え 

るため、名称のみで組織化されていない「ゴルフ場利用税廃止運動推進本部」を有機的な活動が可能 

となるよう構築する。推進本部は、地元選出の国会議員にゴルファー並びにゴルフ業界がゴルフ場利 

用税廃止を強く訴えかける施策の立案を第 1の目的とする。 

尚、17 団体の全てが参画する組織とするか、活動の基本原案を立案するプロジェクトチームとする 

かは、竹田議長のご意見を伺った後、サミット会議で決定頂くこととする。 

 又、各団体から提出いただいた意見書一覧は、17 団体の意見が統一されていないとの誤解を防ぐた

めに、運営会議のみの配布とし、サミット会議へは要約報告のみとする。そのため、各団体のサミッ

ト会議出席者には、運営委員が責任をもって内容を報告し、事前に理解を得ておくこととなった。 

Ⅱ． 2015 年度日本ゴルフサミット会議収支報告書、2016 年ゴルフ新年会収支報告書について 

  12 月 2 日開催の運営会議で承認された事項を反映した両収支報告書を承認し、2017 年第 1回「日本

ゴルフサミット会議」に上程することとした。 

  次年度以降、前年度の収支報告は、7月開催のサミット会議に上程し、承認を頂くこととした。 



Ⅲ．2017 年度日本ゴルフサミット会議収支予算書（案）2018 年ゴルフ新年会収支予算書（案）について          

12 月 2 日開催の運営会議で承認された事項を反映した両収支予算書案に基づき審議した結果、「2017

年度日本ゴルフサミット会議収支予算書（案）」は承認され、2017 年第 1 回「日本ゴルフサミット会

議」に上程することとした。 

「2018 年ゴルフ新年会収支予算書（案）」については、繰越残高が多いこと並びに新年会の内容工  

夫により会費を 10,000 円とすることも可能ではないかとの意見が出され、1月 12日の運営会議におい

て再審議することとした。 

  尚、2016 年度日本ゴルフサミット会議収支報告及び 2017 年ゴルフ新年会収支報告については、現状

における概算報告を合わせて 2017 年第 1回「日本ゴルフサミット会議」に報告することとした。 

Ⅳ ．2017年第 1回「日本ゴルフサミット会議」の開催について 

１．開催日・開催会場・スケジュール 

開 催 日 ：2017 年 1 月 18 日（水） 

開催会場：ANA インターコンチネンタルホテル東京 B1F 

開催スケジュール（2017 年は下記の通り。詳細については、後日決定。） 

   9：30～11：20  2017 年第 1回 日本ゴルフサミット会議   

   11：30～12：30  新春特別企画 

   12：40～14：30  ゴルフ新年会パーティ 

２．サミット会議の議案（報告書・計画書の提出期限を遵守して下さい。） 

  2016 年各団体の活動報告及び 2017 年活動計画については、例年通りの報告書に記載して、1月 11 

日までにサミット会議事務局に提出する。 

   尚、本年度新たに決定した「統一テーマによるゴルフ活性化への取組み」については、本日配布し 

た報告書にて 1月 11 日までにサミット会議事務局に提出する。 

 尚、サミット会議のタイムスケジュールは、施策発表として「選手強化」(JGA)に 15 分、「ゴルフ

振興」（NGK）に 15 分、「ゴルフのイメージアップ施策報告」（運営会議）に 10 分、並びに「ゴル

フ場利用税」問題の討議に 15分を基本として組み立てることとした。  

  2016 年報告及び 2017 年計画については、報告書の配布にて実施し、特段の説明を行いたい団体は

挙手にて発言を頂くこととするので、各団体共に出席代表者に伝達することとした。 

３．新春特別企画及び新年会パーティについて 

  日本再興戦略「スポーツの未来開拓」  鈴木大地スポーツ庁長官 

  ＊鈴木長官到着（15分前の予定）後、控室及び会場への案内担当：小沼 達夫 氏、服部 宏 氏 

  ＊新年会の挨拶：竹田 恆正 議長 、来賓代表 衛藤 征士郎 衆議院議員  

  ＊司会：中野 好明 氏 

  尚、鈴木長官への感謝として、青木 功 JGTO 会長、倉本 昌弘 PGA 会長、小林 浩美 LPGA 会長の 

サイン入り色紙とゴルフボールを贈呈することとした。 

 ４．記者発表 

   1 月 18 日（水）14時 30 分～15 時で実施予定。登壇予定の 6氏の了解を確認した。 

 ５．新年会事務局打合せは、各団体担当者の確認を行うのみで、実施しないこととした。 

Ⅴ．運営会議及びサミット会議日程 

  平成 29 年 1 月 12 日（木）時刻：10 時～12時  会場：JGA 

  平成 29 年 1 月 18 日（水）時刻：9時 30 分～11 時（於）ANA インターコンチネンタル 

Ⅳ．その他 

  ＊ホームページ機能強化プロジェクトについては、1月中に第 1回会合を開催することとした。 

  ＊サミット会議ホームページのバナーを作成して欲しいとの要望があり、対応することとした。 

                                           以上 


